












はじめに 

昭和 55 年度より日本母性保護医協会(以下日母と略す)による妊産婦死亡登録調査が開始

された。 

調査方法は、妊産婦死亡登録調査票を日母の全国支部(各県)に配布しておき、死亡例の発

生を知ると各支部の調査担当者はその死亡例を詳細に調査し日母に調査結果を送り集計す

るシステムである。 

このシステムが開始された昭和 55 年度の調査以来4年間が経過し、その報告は第1表に示

すように合計 138 例に達した。 

登録された各年度別の集計は日母の母子保健部がおこなったが、4 年間を通した全登録例

の集計・分析は日母の母子保健部周産期委員会にて現在進行中である｡ 

以下最も登録件数の多かった昭和 56 年度の分析結果を中心として報告する。 


